
自分たちの幼少期に好きだった遊びを元に作りました。箱型にした理由として、
プレゼントボックスを開けたときのようなドキドキワクワクを味わってほしいと思ったからです。
おもちゃを箱の中に片づけることができ、お片付けも遊びの一部になるよう作りました。
安全の為、角をビニールテープで保護しました。
引っ張る、つまむ等の指先の発達を促すおもちゃや音が鳴ったりビーズが動いたりなど
視覚的にも楽しめるおもちゃがあります。
廃材やビーズ、折り紙、リボン、鈴など身近にあるものを使うように意識しました。
カラフルな色使いやキラキラするものを取り入れ、その時の光の度合いによって変化し、
同じものでも違うように見えるという面白さがあります。
この1つのボックスに11個の遊びが入っています。
①動物のお口に入れよう！食べ物ぽっとん落とし②イタズラガーゼタオル
③ボタン掛け④動かせキャンディーリボン⑤ぐるぐる図形⑥無限引っ張りチェーン
⑦フェルトトイレットペーパー⑧海の生き物コースター
⑨ペタペタお魚マグネット⑩廃材マラカス⑪キラキラセンサリーボトル

保育実習の直後からチームメンバーと一生懸命制作しました。
実際の子どもたちの様子を元に、講義で習得した内容を応用することができました。
未来の保育者になる私たちの手作りおもちゃに対する熱意や、保育の質向上を目指している姿が
伝わると嬉しく思います。
どうぞよろしくお願いいたします。

・工夫した点・アピールポイント
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いちごの国のパン屋さん


